
福祉心理学科が発足より 50周年を迎えられましたことを心よりお

祝い申し上げます。半世紀に渡る時代の趨勢にも関わらず、学科名称

を変更することなく存続し続けていることに対し、学科設立時の先

見の明に敬服するとともに、令和の時代においても福祉心理が求め

られていることに感慨の想いを深くしております。現代の我が国に

おいても、高齢者人口の増加のみならず発達障害に関する課題や虐

待問題、ヤングケアラーの存在など福祉と心理に関わる課題は枚挙

に遑がありません。私自身も学科が成してきた功績を仰ぎ見つつ、今

の立場より社会に役立つ人材を育てるべく日々努力を重ねて参りた

いという想いを強くしております。今後、本学科が益々社会から期待

され有益な学科としてその存在意義を高めていかれることを祈念し

ております。改めて学科創立 50 周年、誠におめでとうございます。 
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